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安心して出産できる環境を

都立墨東病院の産科・周産

期医療センターの早急な体制

強化を求め、山�区長に申し
入れを行い、笠井衆院議員ら

と厚生労働省にも医師不足の

早期解決等要請しました。

斉
藤
信
行
議
員
は
、
�
金

融
危
機
と
中
小
企
業
支
援
。

�
職
員
の
雇
用
問
題
。
�
都

立
墨
東
病
院
と
医
療
の
充

実
。
�
学
校
選
択
制
の
見
直

し
と
南
砂
中
学
校
の
四
点
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

金
融
危
機
が
日
本
経
済
に

も
深
刻
な
影
響
を
与
え
、
派

遣
社
員
の
大
量
解
雇
や
銀
行

の
貸
し
渋
り
、
貸
し
は
が
し

が
激
し
く
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
経
団
連
や
主
要
企
業
に

指
導
、
監
督
を
強
化
す
る
よ

う
政
府
に
求
め
よ
と
迫
り
ま

し
た
。

区
長
は
、
「
各
企
業
の
経
営

戦
略
で
あ
る
」な
ど
と
答
弁
。

分
離
・
分
割
発
注
で

仕
事
を
増
や
す
努
力

を区
の
発
注
す
る
工
事
や
物

品
購
入
は
、
中
小
企
業
に
ま

わ
る
よ
う
に
分
離
・
分
割
発

注
を
促
進
せ
よ
と
求
め
ま
し

た
。
区
長
は
、「
今
後
も
分
割

発
注
を
す
す
め
る
」と
答
弁
。

融
資
の
借
換
え
や
限

度
額
引
き
上
げ
を

中
小
企
業
経
営
安
定
化
融

資
な
ど
に
対
し
「
限
度
額
を

引
上
げ
て
ほ
し
い
」
「
借
換

え
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
「
返
済
期
間
を
延
長

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
と
改
善
を
求

め
ま
し
た
。
区
長
は
、
「
経

済
状
況
を
勘
案
し
て
対
応
し

て
い
く
」
と
答
弁
。

区
の
非
正
規
雇
用
の

労
働
条
件
の
改
善
を

区
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
非
常

勤
職
員
は
、
千
二
百
人
に
な

っ
て
い
る
が
、時
給
も
安
く
、

一
時
金
や
退
職
金
も
な
く
突

発
的
残
業
に
賃
金
が
支
払
わ

れ
て
い
な
い
と
改
善
を
求
め

ま
し
た
。
総
務
部
長
は
、「
残

業
代
は
支
給
す
る
こ
と
を
周

知
し
た
」
と
答
弁
。

都
立
墨
東
病
院
な
ど

医
療
体
制
の
抜
本
的

強
化
を

墨
東
病
院
で
の
妊
婦
の
死

亡
事
故
は
、
医
師
不
足
や
過

酷
な
勤
務
な
ど
の
待
遇
改
善

が
必
要
と
医
療
体
制
の
強
化

を
求
め
、
墨
東
病
院
は
都
立

の
ま
ま
存
続
す
る
よ
う
都
に

求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
。
区

長
は
、「
医
師
不
足
は
緊
急
要

望
を
お
こ
な
っ
た
」と
答
弁
。

学
校
選
択
制
は
抜
本

的
見
直
し
を

学
校
選
択
制
で
、
大
規
模

校
と
小
規
模
校
の
学
校
間
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
と
指

摘
。
南
砂
中
学
校
は
、
全
校

生
徒
が
４
１
人
と
極
端
な
小

規
模
校
と
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
通
級
学
級
や
相
談
学
級

を
南
砂
中
学
校
に
集
中
さ
せ

ず
、
ま
た
学
校
選
択
制
を
抜

本
的
に
見
直
せ
と
求
め
ま
し

た
。
教
育
長
は
、
「
南
砂
中

学
校
は
支
援
し
て
い
く
」「
選

択
制
は
、
全
中
学
校
を
選
択

範
囲
と
し
た
」な
ど
と
答
弁
。

出
産
費
用
の
負
担
軽

減
を

正
保
議
員
は
、
企
業
が
経

営
す
る
都
の
認
証
保
育
所

で
、
補
助
金
の
不
正
受
給
や

経
営
難
に
よ
る
突
然
の
閉
園

が
相
次
い
で
い
る
問
題
で
、

「
本
区
で
は
国
と
自
治
体
が

責
任
を
持
つ
認
可
保
育
所
の

増
設
で
待
機
児
解
消
を
」
と

求
め
ま
し
た
。

国
の
出
産
育
児
一
時
金

（
現
在
三
十
五
万
円
）
に
つ

い
て
、
大
都
市
部
で
の
出
産

費
用
が
高
額
な
実
情
を
踏
ま

え
、
特
別
区
と
し
て
国
の
支

給
額
に
上
乗
せ
を
提
案
。
区

長
は
、
「
国
の
制
度
見
直
し

の
結
果
を
待
っ
て
対
応
す
る

こ
と
と
な
る
」
と
前
向
き
な

認
識
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
私
立
幼
稚
園
へ
の

保
育
料
補
助
増
額
を
求
め
た

の
に
対
し
、
「
検
討
し
て
い

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

学
童
ク
ラ
ブ
・
「
げ

ん
き
っ
ず
」
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
充
実
を

学
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
全

児
童
対
策
の「
げ
ん
き
っ
ず
」

の
「
連
携
・
一
体
化
」
方
針

に
対
し
、
一
体
化
計
画
を
や

め
、
両
事
業
そ
れ
ぞ
れ
の
充

実
・
発
展
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
「
方
針
を
変
え
る
考

え
は
な
い
」
と
答
弁
。
正
保

議
員
は
再
質
問
に
立
ち
、「
一

体
化
で
児
童
一
人
あ
た
り
一

・
五
�
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
る
の
か
」と
追
及
。

区
は
、
「
確
保
す
る
」
と
明

言
し
ま
し
た
。

「
三
障
害
共
通
」
の

家
賃
助
成
を

正
保
議
員
は
、
応
益
負
担

の
撤
回
な
ど
、
自
立
支
援
法

の
抜
本
的
見
直
し
を
政
府
へ

求
め
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。精

神
障
害
者
の
通
所
施
設

に
た
い
す
る
家
賃
助
成
に
つ

い
て
、
知
的
・
身
体
障
害
者

の
通
所
施
設
と
同
額
の
助
成

を
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
「
三
障
害
共
通
の

法
の
趣
旨
に
基
づ
き
検
討
し

た
い
」
と
答
弁
。
通
所
施
設

の
食
費
の
負
担
軽
減
の
継
続

に
つ
い
て
は
、
「
前
向
き
に

検
討
す
る
」と
答
え
ま
し
た
。

区
民
の
健
康
と
食
の

安
全
を
守
れ
！

有
毒
な
農
薬
が
付
着
し
て

い
た
中
国
製
の
冷
凍
餃
子

等
、
輸
入
食
品
を
始
め
と
す

る
食
の
安
全
・
安
心
に
関
わ

る
問
題
に
つ
い
て
、
赤
羽
目

議
員
は
、
食
の
安
全
を
脅
か

す
異
常
な
事
態
が
起
き
た
原

因
は
国
の
悪
政
に
よ
る
も
の

だ
と
述
べ
、
政
府
に
対
し
、

検
査
率
の
引
き
上
げ
等
を
申

し
入
れ
る
よ
う
区
に
質
し
ま

し
た
。
ま
た
、
区
民
の
食
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
食

品
衛
生
監
視
員
の
増
員
や
、

検
査
体
制
の
充
実
等
を
区
に

求
め
ま
し
た
。

区
は
「
検
査
体
制
に
つ
い

て
は
時
代
の
必
要
に
応
じ
検

討
し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

誰
も
が
安
心
で
き
る

公
的
介
護
制
度
に
改

善
を
！

赤
羽
目
議
員
は
、
新
予
防

給
付
の
導
入
で
、
要
介
護
３

か
ら
要
支
援
２
に
下
げ
ら
れ

た
８３
歳
男
性
の
実
態
を
示

し
、
新
予
防
給
付
に
よ
っ
て

給
付
の
抑
制
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
。
江
東
区

と
し
て
独
自
に
介
護
支
援
を

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
区
民
生
活
に
影
響
す
る

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
基

金
を
活
用
す
る
等
し
て
現
在

の
保
険
料
よ
り
も
値
上
げ
し

な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
保
険
料
の
上
昇
を

出
来
る
限
り
抑
制
す
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

高
齢
者
の
生
活
支
援

の
拡
充
を
！

赤
羽
目
議
員
は
、
社
会
保

障
の
改
悪
等
で
負
担
は
増
え

て
い
る
の
に
、
年
金
は
削
ら

れ
大
変
な
暮
ら
し
を
強
い
ら

れ
て
い
る
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
た
め
に
�
入
院
見
舞

金
制
度
の
創
設
�
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
無
料
化

�
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
特
別
措

置
の
継
続
と
所
得
に
応
じ
た

多
段
階
化
�
高
齢
者
就
労
の

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の

多
段
階
化
に
つ
い
て
は
、
他

区
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

地下鉄東西線の混雑緩和策を
東西線の駅にホームドア設

置などの安全対策と、全改札
口を始発から利用可能とする
こと、門前仲町駅のエレベー
タ早期設置など、メトロ本社
交渉を利用者のみなさんと行
いました。

公営住宅の家賃値上げをスト
ップ
ＵＲ賃貸住宅や公社・都営

住宅の公営住宅法施行令改悪
を実施するなと、都議団とと
もに国土交通省交渉し、住民
の皆さんの運動もあって来年
の家賃値上げを見送らせまし
た。

都バス路線の拡充を
豊洲～東陽町や、新砂の高

齢者医療センター～亀戸など
都バス路線の拡充を求めて、
都交通局交渉をおこないまし
た。東大島から高齢者医療セ
ンターへのバス路線の新設が
実現。

江
東
区
で
は
、
人
口
の

急
増
や
共
働
き
家
庭
の
増

加
な
ど
で
学
童
ク
ラ
ブ
に

入
所
す
る
児
童
が
年
々
増

え
続
け
、
現
在
約
３
千
人

が
学
童
ク
ラ
ブ
へ
通
っ
て

い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
千
人
の
利

用
希
望
者
が
予
測
さ
れ
、

う
ち
７
百
人
は
大
規
模
マ

ン
シ
ョ
ン
が
急
増
し
て
い

る
南
部
地
域
で
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。保
護
者
か
ら
、

南
部
地
域
に
学
童
ク
ラ
ブ

の
設
置
を
求
め
る
陳
情
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
区

は
、
「
新
た
な
設
置
は
し

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
区
長
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
規
制
を
撤
廃

す
る
際
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
に
よ
る
人
口
増
に
対

し
公
共
施
設
を
間
に
合
わ

せ
る
の
は
行
政
の
責
任
。

私
は
逃
げ
な
い
」
と
議
会

で
公
言
し
た
の
で
す
。

区
長
は
自
ら
の
発
言
に

責
任
を
持
ち
、
区
民
の
願

い
に
応
え
、
必
要
な
学
童

ク
ラ
ブ
を
き
ち
ん
と
つ
く

る
べ
き
で
す
。

区民から区議会へ提出された�医師・看護師などを大幅に増員す
るための法改正を求める陳情�東京電子自治体共同運営サービスに
おける入札参加資格申請の代理申請システムの構築及び行政書士用

電子証明書を使用可能とするシステムの改築に関する陳情�有楽町
線辰巳駅の１番出口に地上までのエレベーターまたはエスカレータ

ーの設置に関する陳情―が採択されました。��の陳情と区議会各
会派から提出された意見書案の内、「大麻所持等の取り締まり強化

を求める」「若年性認知症対策に関する」意見書の４件が内閣総理

大臣など関係大臣、衆・参議院議長へ送付されました。

２
／
２４

区
政
一
般
質
問

２５

〃

２７〜

予
算
委
員
会

３
／
６９

企
画
総
務
委

１０

厚
生
、
建
設
委

１１

区
民
環
境
、
文
教
委

１６

清
掃
港
湾
・
臨
海
部

対
策
特
別
委

１７

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

対
策
特
別
委

１８

南
北
交
通
・
放
置
自

転
車
対
策
特
別
委

２３

医
療
・
介
護
保
険
制

度
特
別
委

大
企
業
の
「
派
遣
切
り
」
な
ど
の
中
止
を

政
府
に
求
め
よ

斉
藤
信
行
議
員
の
代
表
質
問

障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
見
直
し
を

正
保
み
き
お
議
員
の
一
般
質
問

高
齢
者
の
く
ら
し
支
え
る
施
策
の
充
実
を

赤
羽
目
た
み
お
議
員
の
一
般
質
問

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

「学童クラブ」を
つくらないの？

えっ！

次
回
定
例
会
の

日
程
（
予
定
）

区民からの陳情３件が
採択される

第４回定例会の主な議案に対する態度

市民

○

○

○

×

○

○

○

×

○印は賛成 ×は反対

今定例会には区長から１５件の議案が提出され、日本共産党は内３件に反対しました。

民主ク

○

○

○

○

○

○

○

○

公明

○

○

○

○

○

○

○

○

自民ク

○

○

○

○

○

○

○

○

共産

○

○

○

×

○

○

○

×

主な議案

塩浜保育園改築工事請負契約

明治小学校増築その他工事請負契約

区民館条例の一部を改正する条例

保育所の指定管理者の指定について（施設名：塩浜保
育園、指定管理者：社会福祉法人―流山中央福祉会）

江東区都市景観条例

区営住宅条例の一部を改正する条例（区営住宅等の使
用申込資格から暴力団員を排除する等）

江東区国民健康保険条例の一部を改正する条例（出産
育児一時金の改正等）

地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例
の一部を改正する条例（豊洲地域に１００�超の高層マ
ンション２棟を含む再開発事業）

斉藤信行議員正保みきお議員赤羽目たみお議員

２００９年１月発行 （２）区 議 団 ニ ュ ー ス（３）


